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東
海
道
沿
い
の
宿
場
町
・
城
下
町
が
あ
る
水
口

町
の
中
心
市
街
地
に
は
、
本
陣
跡
や
城
跡
な
ど
歴

史
を
伝
え
る
史
跡
や
町
並
み
が
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
車
社
会
の
現
在
、
住
民
の
生
活
ス
タ

イ
ル
も
変
わ
り
、
そ
れ
ら
に
中
心
市
街
地
が
対
応

し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

商
店
街
の
衰
退
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
平
成
１２
年
度
か
ら
東
海
道
沿
い
の

商
業
者
や
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
グ

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
し
、
中
心
市
街
地

が
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
 

　
市
で
は
、
平
成
１６
年
度
に
調
査
を
実
施
し
、
住

民
が
積
み
重
ね
て
き
た
検
討
内
容
の
取
り
ま
と
め

や
課
題
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
 

   　
今
年
度
は
、
今
後
の
あ
り
方
を
取
り
ま
と
め
る

た
め
に
「
甲
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
 

◆計画エリアは商店街だけでなく、野洲川整備や駐車場問題も含めて想定すべき。 
◆行政とともに計画を進めていく上で、腹をくくらないとできない。 
◆我々がどのように計画して、まちをつくろうと考えるかがポイントで、行政が強制
してできるものではない。 
◆熱意ある人のリーダーシップのもとで進めていき、できるものからやっていきた
い。 

　
こ
の
計
画
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
と
い
う

法
律
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
国
は
、
中
心
市
街
地

が
地
域
の
経
済
や
発
展
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性

か
ら
、
市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
等
の
活
性
化

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
こ
の
計
画
を
策

定
し
た
市
町
村
や
市
街
地
の
住
民
の
取
組
み
を
支

援
し
ま
す
。
現
在
、
全
国
で
６９
の
市
町
村
が
計
画

を
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
商
業
等
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
商
業
者
な
ど

が
主
体
と
な
っ
た
組
織
づ
く
り
が
必
要
な
こ
と
か

ら
も
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
商
業
者
や

住
民
が
中
心
と
な
っ
た
甲
賀
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
策
定
委
員
会
が
計
画
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
 

　
市
で
は
、
今
後
も
「
広
報
こ
う
か
」
を
通
じ
て
、

委
員
会
の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
 

歴
史
の
香
り
高
い
市
街
地
の
 

活
性
化
を
め
ざ
し
て
 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ
 

法
律
に
基
づ
き
 

国
が
支
援
を
行
い
ま
す
 

第1回策定委員会（9月16日）の主な意見 

市
街
地
の
 

　
再
生
と
活
用
を
め
ざ
し
て
 

市
街
地
の
 

　
再
生
と
活
用
を
め
ざ
し
て
 

【問い合わせ】 商工観光課　商工振興係　165‐0707　FAX 63‐4087

甲
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
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